
    

    

    

    

    

平成 1９年１１月 1５日発行（第 1４号）       編集／発行 与板支所地域振興課（�0258-72-3100・E-mail：yit-chiiki@city.nagaoka.lg.jp）  よいた支所だよりカラー版は長岡市ホームページでご覧になれます。 http://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/o-yoita/ 
地地地地    域域域域    のののの    話話話話    題題題題     今年で 6 回目を迎えたふれあいときめき祭り。驚きの歓声と拍手に包まれたマジックショー、コスモス全員で描き上げた大きな紙芝居、優雅な曲に酔いしれた電子ピアノコンサート、そしてクライマックスは大抽選会と大変盛り上がりました。 バザーを含め、ご協力いただきました皆様に心から御礼申し上げます。 

～ 10/20 ～  中越地区に直下型地震が発生したという想定のもと、与板支所周辺地区において防災訓練を行いました。  当日は悪天候のなかでしたが、7 町内会 160 名の住民の皆さんが参加。消火栓や消火器を使用した初期消火訓練、炊き出し訓練、応急手当訓練などに真剣に取り組んでいただきました。また、会場に設置された煙り体験ハウスでは火災時さながらの煙を体験。火災の恐怖を実感した方も多かったと思います。 

～ 災害に備えて 10/21 ～ 
 
 

 
 与板中学校の生徒と北部第二福寿会の約 80 名による、合同の楽山苑清掃が行われました。約１時間程の作業で、与板地域の大切な財産である楽山苑が見違えるほどきれいになりました。  

新潟県下一斉に震災復興祈念を目的に行われた狼煙上げリレー。本与板城跡史蹟保存会が、戦国時代を思わせる狼煙による情報伝達を行いました。 与 板 地 域 を 会 場に「与板三国街道物語」を開催。当日は地域外から 30名の参加があり、初秋の与板を舞台に三国街道の城下町「与板」の散策を楽しみました。  
厚生会館前広場で市内各地 域 の名 産 や 伝統芸能などの「地域の宝物」が披露されました。与板地域のブースでは、拓本体 験 やＰＲコ ーナー を 中 心 に終日賑わいました。  

楽山苑ボランティア清掃実施 ～ 10/13 ～ にいがた狼煙プロジェクト ～ 10/20 ～ 

とっておきの長岡まちめぐり ～ 10/17 ～ 越後長岡・暮らし文化の祭典 ～ 10/21 ～ 
  ▲ 与板民謡たちばな会の皆さん 途中で井戸を見学する参加者 ▲ 
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おおおお    知知知知    らららら    せせせせ    

地地地地    域域域域    振振振振    興興興興    課課課課    E-mail：yit-chiiki＠city.nagaoka.lg.jp ○ 第５回与板地域委員会の開催について（地域振興・防災係）    ■ 日 時 平成 19 年 11 月 20 日（火曜日） 午後 7 時から ■ 会 場 与板支所 ３階 大会議室 ■ 議 題 「直江兼続公 2009 年大河ドラマ決定による与板地域での取り組みについて」他 ※ どなたでも傍聴できますので、お気軽にお越しください。 
 

市市市市    民民民民    生生生生    活活活活    課課課課    E-mail：yit-shimin＠city.nagaoka.lg.jp ○ 平成２０年４月からの家庭ごみの一部有料化と資源物の分別収集にご協力を！       ～ ごみは有料で、資源物は無料で収集 ～   (環境係)   平成２０年４月から「ごみの分別と収集方法等の統一」により、家庭ごみの分け方・出し方が変わります。 主な変更点は…。 ◆「燃やすごみ」「燃やさないごみ」は、有料の指定ごみ袋に入れて出してください。 ◆「粗大ごみ」は戸別に収集します。事前に電話・ファックスで申し込みをし、有料の処理券シールを貼ってください。 ◆資源物は今までどおり「無料」で収集し、①プラスチック容器包装材②びん・缶・ペットボトル③新聞、雑誌・チラシ、段ボール④枝葉・草⑤危険物に分けて出してください。 ◆「枝葉・草」、「危険物（スプレー缶、カセットボンベ、ライター、蛍光管、乾電池、水銀体温計）」を、資源物として新たに収集します。 ◎「枝葉・草」について ■ 回収場所  与板支所車庫裏特設場所  ■ 回 収 日  月２回 （ごみカレンダーで回収日をお知らせします。） ■ 回収時間  午前７時～９時３０分 
    

 

催されました。かんな の薄削り コ ンテスト、打ち刃物古式鍛錬儀式や版画・削り花製作 体 験 な どが行われ、県内外から約 200 名の方が参加されました。    
「ふいご祭り」。古式に の っ と り白装束・烏帽子姿で、熱し た鉄の塊が だ んだ ん と形に な っ ていく様 子 に 見 学者からは、歓声が上がっていました。  

 
た。市内外から 142 名の参加があり、参加ランナーの皆さんは、秋の爽快な空気のもと、元気に快走していました。  

ミクロンの世界に挑戦! ～ 10/27 ～  『削ろう会 in 与板』が与板町商工会の主催で開 
 

伝統の技を披露『ふいご祭り』～11/4～  伝統の技を一目見ようと大勢の見学者で賑わった 

 

今年も賑やかに「生涯学習フェスティバル」が開催されました。出展者・参加者の皆さんの成果が存分に発揮され、与板地域の文化レベルの高さが垣間見れたひとときでした。 
市民の祭典「生涯学習フェスティバル」     ～ 11/2,3,4 ～  快走で気分爽快！ ～ 11/3 ～ 第 25回たちばな健康マラソン大会が開催されまし 
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 １０月２７日(土)、地域の住民 22 名と建築やまちおこしの専門家が参加し、第１回ワークショップを行いました。支所長の挨拶に続き、担当者より廃線敷活用とまち再生計画のねらい、住民参加の整備計画についての説明がありました。   その後、あいにくの雨でした が、まちの魅力や誇りを探す  ｢まち回遊ワーク｣を行いました。 参加者は４つのコースに分かれ、 約１時間、まちの史跡や町並み などの地域資源、みちの姿や 周辺施設､景観などを見て廻りました。   町 探 訪 終 了 後 、与 板 支所 で専 門 家 からアドバイスを受けながら、グループごとに「 今 感 じて いるまちの 魅力やその見せ方、これから大事にしていきたいこと」などを話し合いました。  最後に各グループが話し合った内容 の発表を行い、各班の発表者からは 多くのアイデアが出されました。  

 与板地区都市再生整備計画 は与板の貴重な資源を活用し､ 地域住民が楽しく安心して暮ら せる市街地の再生を目標とし､ まちづくり交付金事業として今年 度からスタートしました。  さらに直江兼続の大河ドラマが決定したことから対象区域を本与板城址、与板城址にまで拡 大 し、景 観 整 備 や観 光 施 設 案 内 サイン整備等を含めた事業になりました。  廃線敷の整備計 画では従来の土木 的なみちづくりの発想ではなく、住民参加のみちづくりを進めるために､ワークショップを開催しながら住 民と行 政 、建 築 家やまちづくりの専 門 家 を加えた協働によるコンセプトワークで計画を進めます。  様々な与 板の魅力を引 き出し、それを来 訪者の拡大や地域の活性化に有効に活用できないか、また来訪者をどのようにおもてなしできるのか、皆様方から有意義な意見交換をしていただきたいと思います。 ご協力よろしくお願いいたします。 
侍屋敷、楽山亭、井伊神社、藩城館がつながる区間は、静かで歴史を味わう道にしたい。     また井伊神社の裏道を整備して自然を生かしたコースとしたい。通り名 を昔からの呼び名 、（○○小路）（○○通り）を復活したらどうか。古風な味わいの残る建物は大事にしたい。 与 板 には、住んでいても知らなかったり、気が付かないが価値のある財産がある。与板 の寺めぐりなど歴史散策できるコースというものが確立されればそれが憩いのみちにもなり、それがもてなしにもつながると思う。 歩いていると休むところが無い。町屋の空家をお茶するところ、もてなす場所にしてみたらいいのでは。アーケードを木造にしたり、看板の文字や色を統一することも必要。全体的 には散策や癒しの道への要望が多かった。 昔のまちの面影があり、歴史散策に使える。廃線敷の西側には城址や山並み、東側には雁木という財産がある。廃線敷を中心にしてそれらの財産を生 かしていくべき。まちからの山の景観もいい。 

廃 線 敷 と別院と黒川沿いをつないだ道には、自転車や徒歩で回 遊 できる範囲に、たくさんの見学ポイントがありました。 

廃線敷有効活用廃線敷有効活用廃線敷有効活用廃線敷有効活用ワークショップワークショップワークショップワークショップ 第第第第 1111 回回回回ＷＳＷＳＷＳＷＳ速報速報速報速報 

与板支所長挨拶 

Ａ班 
Ｂ班 
Ｃ班 
Ｄ班 

≪ 第１回のワークショップを行いました ≫  
上山 寛 氏  （建築家） 

お手伝いしていただける 建築やまちづくりの専門家のご紹介 まだ昔のままの雁木や多くの歴史的建築物などが各所 にあります。それは与板に沢山の物語があった証拠です。  廃線 敷 を中心としてまちの宝物に磨きをかけ、これらのネットワークをつくり、与板の新しい物語をつくりましょう。 次回からは 小 疇 弘 一 氏 （ 建 築家 ） 長 谷 川 美 香 氏（ユニバーサルデザイン） のお二 人 が加 わります。 廃線敷有効活用 

ワークショップでの 

発表内容から 

 廃線敷有効活用は、平成１６年度に一度検討されています。平成１９年度の廃線敷有効活用ワークショップ（WS と略）は、都市再生整備計画との一体化や平成 21 年 NHK大河ドラマ直江兼続などでの来訪者のもてなしを含め「住んで良し、来て良し」のまちづくりと活性化へつなぐ具体的なデザイン方針を考えるものです。  そのため建築、景観、福祉、芸術、歴史、観光にかかわる専 門 家 と地元与 板 に住 み、働 き、学び、遊び、もてなす専門家とも言える住民と『協働でのまち・みち再生デザインワークショップ』として取組みます。 
廃線敷有効活用ワークショップとは？ 

村木 薫 氏（彫刻家） 



 

 

日 曜日 行    事    等 日 曜日 行    事    等 １ 土 火災予防日 心の相談室（保育園） そば打ち講座（勤労青少年ホーム） １６ 日  ２ 日  １７ 月 リハビリ教室（志保の里荘） ３ 月 リハビリ教室（志保の里荘） 町内委員長会議（与板支所） １８ 火 ふれあい福祉総合相談（与板支所） ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） ４ 火 ふれあい福祉総合相談（与板支所） ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） １９ 水 さわやか健康体操教室（勤労青少年ホーム） １歳６ヶ月児健診（三島保健センター） ５ 水 さわやか健康体操教室（勤労青少年ホーム） ２０ 木 足腰お達者教室（ふれあい交流センター） 頭いきいき教室（ふれあい交流センター、勤労青少年ホーム） ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） ６ 木 足腰お達者教室（ふれあい交流センター） 頭いきいき教室（ふれあい交流センター、勤労青少年ホーム） ２１ 金 幼稚園２学期終業式 小学校・中学校 授業終了日 ７ 金 ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） ２２ 土 離乳食相談室（保育園） ８ 土 火災予防日 保育園発表会（保育園） 与板こども会 ２３ 日 【天皇誕生日】 ９ 日  ２４ 月 【振替休日】 火災予防日 １０ 月 活き活き倶楽部（槙原農村センター、本与板分館） 行政相談（与板支所） ２５ 火 あんしん体操教室（勤労青少年ホーム） 幼稚園・小学校・中学校 冬季休業（～1/7） １１ 火 あんしん体操教室（勤労青少年ホーム） 米百俵号巡回日 ２６ 水 さわやか健康体操教室（勤労青少年ホーム） １２ 水 さわやか健康体操教室（勤労青少年ホーム） ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） ２７ 木 頭いきいき教室（ふれあい交流センター、勤労青少年ホーム） １３ 木 頭いきいき教室（ふれあい交流センター、勤労青少年ホーム） ２８ 金  １４ 金  ２９ 土  ３０ 日  １５ 土 火災予防日 心の相談室（保育園） 幼稚園発表会（幼稚園） ３１ 月  ■ １１月の納期限 １１月３０日（口座振替日１１月３０日） 国民健康保険料５期  介護保険料８期 下水道受益者負担金３期 ■ 米百俵号巡回日（与板幼稚園前）  １２月１１日（火）午後１時３０分～２時３０分 � 
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◆ 与板地域の世帯数と人口（平成 19 年 11 月 1 日現在）    前月比 世 帯 数 ２，１５７世帯 ０ 人口総数 ７，３０１人 －２ 男 ３，５５３人 ＋４ 内訳 女 ３，７４８人 －６  

くらしのくらしのくらしのくらしのカレンダーカレンダーカレンダーカレンダー（（（（１２１２１２１２月月月月））））    

とっておきの長岡「まちめぐり」 
「三島のそば鉄人とそば打ち体験」を開催  三島の中山間地域でとれたそば粉を使用し、そば打ちの全ての工程を体験してみませんか！  ●日 時 １２月９日（日） 午前９時３０分～午後１時 ●会 場 大杉会館集合 ●内 容 そば打ち体験（全工程） ●持ち物 エプロン、動きやすい服装 ●参加料 一人１，５００円（体験料、昼食代） ●定 員 ２０名（先着） ●問い合わせ 三島支所産業課  電話 42－2221 FAX 42－2154 

 

落落落落としとしとしとし物物物物やややや忘忘忘忘れれれれ物物物物のののの取扱取扱取扱取扱いをいをいをいを定定定定めためためためた遺失物法遺失物法遺失物法遺失物法がががが変変変変わりますわりますわりますわります！！！！（平成 19 年 12 月 10 日から） ◇ 落とし物や忘れ物の情報が、インターネットで公表され探しやすくなります。 ◇ 落とし物や忘れ物の警察署での保存期間が、６か月から３か月に変更されます。 ◇ 運転免許証、携帯電話等の個人情報が入った物は拾った人が所有権を取得できなくなります。 ※ご不明な点は、警察署へ 


